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本日の説明会のAgendaです。
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2020年3月期の上期連結決算のハイライトです。

売上高は、１，４９８億円 対前年同期＋２５２億円で＋２０％の増収
営業利益は、１５１億円 対前年同期＋３８億円で＋３４％の増益
当期純利益は、９６億円 対前年同期＋２４億円で＋３4％の増益
となりました。

また、本年7月の公表値に対しては、
売上高＋７８億円、営業利益＋２７億円、当期純利益＋１６億円の
増収増益となりました。

次ページ以降で詳細をご説明いたします。
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2020年3月期上期の業績（Ｂ欄）は、
連結売上高１,４９８億円､営業利益１５１億円となりました。
売上高は、対前年同期＋２５２億円の増収で、
内訳は、業務ソリューションで＋２１４億円、
サービスソリューションで＋３７億円の増収となりました。

売上総利益は、
売上高総利益率が１９．６％で､前年の２０．０％から０．３％低下しましたが、
売上総利益は、増収効果により前年同期＋４５億円増益の２９４億円となりました｡

販管費は、対前年同期＋７億円の増で１４３億円となりました。

結果、営業利益は＋３８億円増益の１５１億円、
当期純利益は＋２４億円増益の９６億円となりました。

前回公表値（Ｃ欄）に対しましては、
売上高は＋７８億円の増収､
売上総利益は増収効果に加え、売上高総利益率の改善により＋２８億円の増益、
販管費は＋１億円の増、
結果、営業利益は+２７億円の増益となりました｡



6

第２四半期の売上高は、６８2億円と対前年同期＋１９億円の増収となりました。
内訳は、業務ソリューションで＋2億円、サービスソリューションで＋17億円です。

売上総利益は、増収効果に加え、
売上高総利益率が＋１．５％改善したことにより
対前年同期＋１４億円増益の１４１億円となりました。

販管費は、対前年同期＋4億円増の６９億円となりました。

結果、営業利益は＋１０億円増益の７２億円となりました。



上期のサービス・顧客業種別売上高です。
業務ソリューションは８８２億円で、＋２０４億円の増収です。
内訳は、産業・流通・ｻｰﾋﾞｽが、輸送、製造業、旅⾏、小売りが堅調で
加えて、大型基盤案件７０億円があり、＋１０２億円の増収となりました。
⾦融は､プロダクトを中心に＋１４億円の増収です。
公共公益他は、大型プロダクト販売が昨年の６０億円に対し今期は１２０億円あり、
また、官公庁向けの基盤構築案件の積み上げにより＋８８億円となりました。

サービスソリューションは､４３９億円で、＋２８億円の増収です。
内訳は、ＩＴインフラはマルチクラウド、ＤａａＳにより＋８億円で、
ＩＴインフラ連携によるプロダクト販売も好調でした。
鉄鋼は、日本製鉄の高度ＩＴ活⽤によるＩＴ投資が高い⽔準にあり
＋２０億円の増収です。
なお、日本製鉄向けの売上高は、２７３億円と＋２７億円の増収となりました。

受注高は、１，５２６億円で、対前年同期＋１４６億円の増となりました。
内訳は、業務ソリューションで＋10０億円。
うち、産業・流通・サービスが＋8５億円で、大型基盤案件７０億円を含みます。
公共公益他は＋1０億円で、
大型プロダクト販売の受注が昨年同期90億円に対し、
今期は第１四半期で６０億円、第２四半期で１１０億円ありました。
⾦融は－１０億円です。
サービスソリューションは＋4６億円、
うちITインフラが＋1０億円、鉄鋼が+2５億円です。
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連結営業利益の対前年同期分析です｡

営業利益は、前年同期１１３億円から＋３８億円増益の１５１億円となりました｡
売上総利益は、
増収＋２５２億円による売上総利益額の増が＋５０億円、
売上高総利益率は、１９．６％と０．３％低下しー５億円
この結果、売上総利益としては、＋４５億円となりました。
なお、大型基盤案件、大型プロダクト販売を除く売上高総利益率は２１．７％と
前年同期の大型プロダクト販売除きの売上高総利益率２０．８％に対し
０．９％向上いたしました。

販管費は、営業⼒強化に注⼒し４億円の増、
採⽤・教育、社内基盤整備もそれぞれ増となり、
販管費は７億円の増となりました。

この結果、営業利益は１５１億円となりました。

対⾒通し差異は、グラフ下段をご覧ください。



次に、2020年3月期通期の業績⾒通しをご説明いたします。
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顧客の事業環境は、貿易摩擦等、⾒通しに不透明感がありますが、
競争⼒強化に資するＩＴ投資は活況であり、
産業・流通・サービス、ＩＴインフラ、鉄鋼を中心に
下期も高い⽔準が継続すると期待しています。

⾦融については、ＩＴ投資は慎重さが続くとみております。
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２０２０年３月期通期の業績⾒通しです（F欄）。
売上高は、前年度に対し＋２８２億円増収の２,９３５億円
売上総利益は、＋５５億円増益の５８１億円
販管費は、1７億円増の２８６億円
営業利益は、＋３８億円増益の２９５億円、
当期純利益は、＋２２億円増益の１９３億円といたします。

下期については
売上高１,４３７億円、売上総利益２８7億円、
販管費１４３億円
営業利益１４4億円、当期純利益９7億円といたします。

上期末受注残は１,５０２億円で対前年同期＋１５７億円の増です。
内訳は、
業務ソリューションで＋１０３億円、サービスソリューションで+５４億円です。
受注残＋１５７億円増の内、下期の売上に寄与するのは９０億円程度です。
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2020年3月期通期の業績⾒通しの前回⾒通しとの対⽐です。

下期については
売上高１,４３７億円、
売上総利益２８７億円、売上高総利益率２０．０％とし
前回⾒通しとほぼ変わりはありません。

販管費については、前回⾒通しに対し＋６億円増の１４３億円といたしました。

この結果、営業利益は１４４億円といたしました。
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下期の売上高⾒通しのサービス・顧客業種別売上高です。

売上高は１，４３７億円で＋３１億円の増収です。

業務ソリューションは＋１６億円で、

産業・流通サービスが、ネットサービス、旅⾏、小売りが堅調で＋１7億円、
⾦融はー6億円です。
公共公益は＋5億円です。

サービスソリューションは､＋９億円です。
ＩＴインフラはマルチクラウド、ＤａａＳにより＋１０億円、
鉄鋼は日本製鉄の高度ＩＴ対応を中心に、高い⽔準が続きます。
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2020年3月期の連結営業利益の対前年度分析をご説明いたします。

営業利益は、前年度257億円から+３８億円増益の２９５億円です｡

売上総利益は、
増収+２８2億円による売上総利益額の増が+５６億円
売上高総利益率は、１９．８％と同⽔準です。
この結果、売上総利益は＋５５億円です。

販管費は、+17億円の増です。内訳は、
営業⼒強化で+8億円、
研究開発費で+2億円、採⽤・教育で+3億円、社内基盤整備で+4億円
です。

この結果､営業利益は対前年度+3８億円の増益で29５億円です。
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